
【輸出に取り組む際に生じた課題及び対応】

大正金時豆使用の
ごま大福（香港）

【主な品目】 【主な輸出先国・地域】

【輸出に取り組んだ経緯と概要】

【輸出実績】 （平成２６年より輸出開始）

➢海外で使用可能な原材料に対応の商品開発は可能だが、小ロッ
トになると価格が高くなり結果的に商売につながらない。 国内向
けでも販売するなどの工夫をしてロットを大きくしないと価格面で
締結できない。

➢ハラール認証品として使用できる原材料が少なく、洋風な商品開
発が進まない。

【活用した支援・施策】

令和元年度補正 グローバル産地づくり緊急対策事業（国際的認証取得・更新等支援事業）

加工食品

【今後の課題・展望】

中札内村 （株）とかち製菓
『カップ和菓子スイーツ世界へ』

大福、カップ和菓子スイーツ 香港、アメリカ等

輸出額(万円) 輸出量(ｔ) 出荷時期

令和２年度 4,832 60

通年令和元年度 2,508 31

平成３０年度 9,581​ 118

➢使用可能な原材料で対応した新商品を大きなロットで生産できるよ
うに、営業活動強化をしていく。

➢新型コロナウイルス収束後、海外への営業の活動を強化していく。

【ウェブサイト】 https://tokachiseika.com/

【連絡先】 担当者名：駒野代表取締役 ＴＥＬ：0155-67-2481 

青森県産りんごを使用した
クリーム白玉（香港）

◆ 平成25年、展示会をきっかけに台湾、ベトナム等に輸出を開始。日本国内のみの市場開拓だけでは、
将来的に不安があったため、海外への輸出に取り組んだ。

◆ JICAの支援によりマレーシアに現地法人を設立して直接輸出に取り組む。
◆ 新型コロナウイルスの影響により、商品の輸出は引き合いが増えた感がある。（特にアジア）
◆ ハラル対応商品の開発や輸出拡大が評価され、平成30年度輸出に取り組む優良事業者表彰におい

て「農林水産大臣賞」を受賞。

平成30年度 輸出に取り組む優良事業者表彰 農林水産大臣賞

製造風景


